
わ

が

国

近

世

島

唄

人

の

口

最

秋

芳

一
、
は

カ3

し

き

わ
が
国
近
世
中
期
以
降
(
以
下
、
中
期
以
降
と
略
称
)

の
人
口
現
象
に
関
し
て
、
そ
の
趨
勢
お
よ
び
移
動
性
に
お
い
て
と
も
に
停
滞
・

固
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
日
で
は
定
説
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
か
か
る
見
解
は
全
国
人
口
を
ト
ー
タ
ル
に
概
観
し
た
際
に
い
わ
れ

わが国近世の島l興人口

る
も
の
で
、
保
守
退
嬰
の
風
潮
が
目
立
ち
、
幕
藩
体
制
の
強
化
が
画
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
中
期
以
降
に
お
い
て
も
、
人
口
現
象
は
地
域
に
よ

っ
て
区
々
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
中
期
以
降
に
お
け
る
全
国
人
口
の
停
滞
現
象
は
地
域
に
よ
る
停
滞
お
よ
び
増
加
減
少
の
相
殺
し
合
っ
た

結
果
で
、
著
し
い
上
昇
を
呈
し
た
地
域
も
み
ら
れ
た
。

大
著
『
日
本
の
人
口
』
の
著
者
ト
イ
パ

l
、

-
-
B
・
は
、
多
分
に
印
象
的
か
つ
抽
象
的
に
で
は
あ
る
が
、

「
(
近
世
日
本
の
人
口
)

増
加
は
地
理
的
孤
立
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
か
、
将
軍
に
対
す
る
帰
順
が
い
く
ら
か
名
目
的
で
あ
っ
た
外
様
大
名
の
地
方
的
勢
力
に
よ
っ
て

59 

保
護
さ
れ
た
地
域
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
」

TU
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
後
者
の
事
例
を
萩
藩
領
に
お
い
て
み
、
そ
の
動
態
に
関
す
る
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実
証
的
研
究
を
試
み
た
す
)
。

小
論
で
は
前
者
、
す
な
わ
ち
「
地
理
的
孤
立
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
」
地
域
と
は
島
棋
を
指
す
も
の
と
解

し
、
そ
の
若
エ
ト
を
と
り
あ
げ
て
、
ト
イ
パ
!
説
の
正
当
性
を
閲
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
理
学
的
に
島
旗
門
3
u

を
対
象
に
選
ん
だ
研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
程
で
あ
る
し
、
主
題
あ
る
い
は
は
目
的
意
識
も
広
範
に
わ
た

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
島
興
の
近
世
人
口
に
焦
点
を
置
い
た
業
績
は
、
以
下
で
引
用
紹
介
す
る
ご
と
く
、
こ
れ
ま
で
皆
無
で
は
な
い
が
、

最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
試
み
ら
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
は
関
係
資
料
の
量
質
両
面
に
お
け
る
制
約
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
基
本
的
に
は
人
口
地
理
学
お
よ
び
島
峡
地
理
学
の
分
野
に
お
け
る
体
系
化
な
い
し
方
法
論
的
立
場
の
未
熟
さ
に
原
因
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
困
難
性
を
認
識
し
な
が
ら
、
経
験
と
洞
察
力
の
乏
し
さ
を
か
え
り
み
ず
、
敢
て
小
論
を
公
に
す
る
の
は
前
稿
に
掲

げ
た
意
図
〈
4〉

を
な
お
切
実
に
抱
く
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

二
、
本

論

小
論
で
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
た
の
は
、
周
防
大
島
(
沖
家
室
島
を
含
む
)

-
塩
飽
諸
島
・
小
豆
島
・
忽
那
諸
島
の
瀬
戸
内
海
島
興

と
、
佐
渡
・
隠
岐
・
壱
岐
・
対
馬
お
よ
び
五
島
の
各
島
棋
で
あ
る
。

多
く
の
島
柚
明
か
ら
少
数
を
と
り
あ
げ
て
意
義
あ
る
研
究
成
果
を
収
め
る
た
め
に
は
、
帰
納
的
・
演
緯
的
を
問
わ
ず
、
何
ら
か
の
指
標
に

よ
っ
て
い
く
つ
か
の
島
唄
群
に
分
類
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
上
記
の
島
棋
は
全
く
資
料
の

関
係
に
よ
る
便
宜
的
な
選
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
い
て
分
類
す
れ
ば
、
前
回
者
を
内
海
性
島
旗
、
他
を
こ
れ
に
対
し
て
外
洋
性
島
唄

と
一
応
二
分
さ
れ
よ
う
。



い
ず
れ
に
し
て
も
島
唄
分
類
は
研
究
の
便
宜
的
な
操
作
で
、
研
究
成
果
の
集
積
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。

内
海
性
島
醜

l
l瀬
戸
内
海
島
艇
を
中
心
に
|
|

わ
が
国
島
興
群
の
な
か
で
も
っ
と
も
特
異
な
性
格
と
機
能
を
持
っ
と
考
え
ら
れ
る
瀬
戸
内
海
島
随
一
に
関
し
て
、
二
神
弘
氏
(
5
〉
は
個
々

じ
か
た

の
島
娯
の
人
文
現
象
の
究
明
に
は
地
方
と
の
関
係
ー
に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
中
国
文
化
領
域
あ
る
い
は

四
国
文
化
領
域
の
時
間
的
・
空
間
的
制
約
に
お
い
て
そ
の
人
文
地
理
学
的
認
識
が
成
立
す
る
と
し
た
。
瀬
戸
内
海
島
唄
性
の
全
体
的
把
握

)
 

t
A
 
(
 
周
防
大
島

に
関
し
て
の
す
ぐ
れ
た
試
論
と
賛
意
を
表
し
つ
つ
も
、
以
下
で
は
各
島
唄
を
個
別
に
と
り
あ
げ
て
人
口
現
象
を
考
察
し
て
い
く
。

」
と
に
大
島
人
口
の
増
加
は
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。

萩
藩
で
は
中
期
以
降
も
人
口
増
加
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
(
旦
、

(
以
下
「
地
下
上
申
」
と
略
称
)
や
は
一
三
、

五
四
四
人
で
あ
っ
た
が
、
天

元
文
二
年
(
一
七
三
七
)
頃
に
成
っ
た
『
防
長
地
下
上
申
』

保
二
一
年
(
一
八
四
一
)

(
以
下
「
注
進
案
」
と
略
称
)

で
は
五
一
二
、
五
八
四
人
を

の
実
績
を
示
す
と
思
わ
れ
る
「
防
長
風
土
注
進
案
』

お
よ
そ
一

0
0年
間
に
四
倍
弱
の
著
増
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
東
半
部
の
島
末
で
は
六
倍
増
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
島
末
人
口
は
西
半

数
え
、

わが国近世の島l興人口

大島の人口

¥¥¥¥|人口|器製

元文 2(1737) 山内 100.0
寛政2(1790) 33，4321. 213.0 

文政6(1823) 48，428 308.6 

天保2(1831) 55，060 350.8 

安政2(1855) 61， 108 389.4 

文久元(1861) 63，527 404.8 

第1表
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1.元文2年人口は「地下上

申J，他は「戸籍帳」に

よる。

2.平群島，遠崎村を含む。

部
の
島
本
の
人
口
の
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
へ
と
上
昇
し
た
。

耕
地
の
地
目
別
反
数
は
「
地
下
上
申
」
で
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
注
進
案
」
に
よ

れ
ば
、
島
本
で
は
水
田
と
畑
地
の
割
合
が
三
対
二
に
対
し
、
島
末
で
は
一
対
二
で
、

後
者
で
は
畑
地
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
ま
た
田
高
の
増
加
率
に
お
い
て
は
両
者
に

大
差
な
い
が
、
畑
高
の
そ
れ
で
は
島
本
で
わ
ず
か
に
減
少
し
た
の
に
対
し
、
島
末
で

は
四

O
%近
く
の
増
石
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
畑
地
卓
越
の
島
末
に
人
口
の
よ

り
急
激
な
増
加
現
象
が
み
ら
れ
た
の
は
サ
ツ
マ
イ
モ
普
及
の
直
接
的
影
響
と
み
な
さ
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れ
る
。
大
島
で
サ
ツ
マ
イ
モ
が
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
七
三
二

l
五
一
年
こ
ろ
で
、
そ
れ
ま
で
大
島
人
口
は
停
滞
気

味
で
あ
っ
た
ハ
7
〉
O

サ
ツ
マ
イ
モ
の
導
入
に
よ
っ
て
食
料
供
給
面
で
一
応
安
定
性
が
高
ま
り
、
飢
え
に
対
す
る
危
険
性
は
低
下
し
た
が
、
そ
こ
に
は
何
ら
生

活
面
で
の
向
上
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
零
細
な
土
地
も
所
持
す
る
か
し
な
い
か
程
度
の
小
農
、

い
わ
ゆ
る
亡
土
百
姓
の
増
加

が
き
わ
め
て
多
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
地
下
上
申
」
と
「
注
進
案
」
に
お
い
て
み
る
と
、
全
戸
数
の
増
加
は
二
・
七
倍
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
亡
土
の
そ
れ
は
実
に
四
・
三
倍
に
達
し
、
島
末
に
お
い
て
特
に
激
し
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
く
て
全
島

の
亡
土
率
は
四

O
%未
満
か
ら
六

O
%強
へ
と
著
し
く
上
昇
し
た
。

と
こ
ろ
で
近
世
中
期
に
至
っ
て
、
商
業
資
本
の
登
場
と
と
も
に
、
木
綿
織
が
全
島
に
わ
た
っ
て
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幕
末
期
、

各
村
と
も
女
子
の
農
閑
稼
ぎ
の
第
一
は
木
綿
織
で
、

「
注
進
案
」
に
よ
れ
ば
、
大
島
の
木
綿
売
捌
反
数
は
ほ
ぼ
一
八
万
反
〈
8
〉
で
、
藩
全

体
の
約
四
分
の
一
を
占
め
、
商
業
資
本
の
中
心
小
郡
・
三
田
尻
地
域
を
上
ま
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
の
収
益
は
銀
千
貫
に
も
達
し
、
米

一
万
石
に
相
当
し
た
。
こ
の
よ
う
な
木
綿
織
の
盛
況
は
藩
が
貧
民
救
済
事
業
と
し
て
奨
励
し
た
す
〉

」
と
も
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
が
、
人

口
の
増
加
、
と
く
に
女
子
の
遊
休
労
働
力
を
内
包
し
た
亡
土
層
の
激
増
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
ま
た

木
綿
織
の
発
達
は
同
時
に
紺
屋
や
綿
実
の
搾
油
業
な
ど
の
関
連
産
業
の
成
立
を
促
し
、
こ
の
分
野
で
の
人
口
支
持
力
の
上
昇
も
無
視
で
き

工
、
っ
こ
o

T
カ
，

T

さ
ら
に
漁
業
の
発
達
に
も
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
早
く
か
ら
浸
透
し
て
い
た
商
品
経
済
の
発
達
を
背
景
に
、
中
期
以
降
、
漁
家

生
産
に
よ
る
小
商
品
生
産
者
層
の
著
増
現
象
が
全
島
的
に
み
ら
れ
た
。
元
文
か
ら
天
保
ま
で
の
約
一

0
0年
間
に
七

l
九
倍
の
人
口
増
を

み
た
沖
家
室
や
地
家
室
は
、

と
も
に
瀬
戸
内
海
の
海
上
交
通
の
結
節
地
と
し
て
も
機
能
し
た
が
、
中
期
以
降
に
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ



た
代
表
的
端
浦
で
あ
っ
た
。
前
者
は
元
禄
一
二
年
(

六
九
九
)
、
後
者
は
宝
永
二
年
(
一
七

O
五
)
、
と
も
に

紀
州
網
を
招
い
て
成
長
し
て
い
っ
た
白
〉
O

こ
と
に
漁

場
と
港
に
恵
ま
れ
た
沖
家
室
に
は
そ
の
後
各
地
か
ら
漁

民
が
来
て
住
み
つ
く
よ
う
に
な
り
、
貞
享
頃
(
一
六
八

四

l
八
七
)

四
O
戸
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
が
立
)
、

「注

進
案
」
で
は
四
四
八
戸
に
殖
え
、
こ
の
う
ち
三
八
九
戸

が
亡
土
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
他
国
か
ら
の
入
込
漁

民
に
よ
る
人
口
増
加
や
集
落
の
形
成
は
他
の
浦
に
も
み

ら
れ
た
露
〉
O

し
か
も
か
か
る
漁
業
社
会
で
は
分
家
が

容
易
で
あ
り
、
末
子
相
続
制
が
普
遍
的
で
あ
っ
た
こ
と

わが国近世の島唄人口

も
相
倹
っ
て
、
漁
業
人
口
の
拡
大
再
生
産
的
増
加
が
み

ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
豊
か
な
女
子
の
余
剰
労
働

力
は
挙
げ
て
機
織
業
に
向
け
ら
れ
た
。

」
の
よ
う
に
し
て
高
ま
る
人
口
圧
は
間
も
な
く
出
稼

を
も
必
然
か
つ
盛
大
な
も
の
と
し
た
。

「
注
進
案
」
に

63 

よ
れ
ば
出
稼
者
は
三
、

一
二
五
人
を
数
え
、
大
品
詩
人
弓

(人んが)

1-49 
50-99 
100-149 
，0-199 

250-299 
300-349 
350-399 
400-44Q 

600-649 

元文21F(173η

末)

周防大島村別人口密度の変遷(村域は明治22年現在)

本?(島

第1図
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ひ
〈
ま

の
実
に
五
・
六
%
に
達
し
て
い
た
@
と
く
に
目
前
村
で
は
全
人
口
の
一

O
M以
上
に
当
る
村
民
が
出
稼
を
行
な
い
、
そ
れ
か
ら
の
収
入
は

全
村
収
入
の
略
半
分
を
占
め
た
。

要
す
る
に
中
期
以
降
に
お
け
る
大
島
人
口
の
幾
何
級
数
的
な
増
加
現
象
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
導
入
に
よ
っ
て
そ
の
発
現
条
件
が
付
与
さ

れ
、
機
織
業
や
漁
業
、
廻
船
業
の
進
展
に
伴
う
商
品
経
済
の
拡
大
と
浸
透
に
よ
っ
て
加
重
さ
れ
た
。
基
本
的
に
は
大
島
が
全
国
的
に
み
て

も
っ
と
も
先
進
的
な
商
品
流
通
の
中
軸
を
占
め
る
位
置
に
存
し
た
地
理
的
有
利
性

の
歴
史
的
必
然
で
あ
っ
た
。

(2) 

塩
飽
諸
島

大
小
二
八
の
島
嘆
か
ら
な
る
が
、
初
め
塩
飽
七
島
と
一
般
に

呼
ば
れ
た
の
は
、

か
つ
て
は
常
住
の
島
峡
が
七
つ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
島

-
与
島
・
牛
島
・
広
島
・
手
島
・
高
見
島
お
よ
び
橿
石
島
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
こ

塩飽諸島

ろ
が
慶
安
四
年
(
一
六
五
一
)
与
島
か
ら
沙
弥
島
へ
、
万
治
二
年
(
一
六
五
九
)

本
島
か
ら
瀬
居
島
三
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
高
見
島
か
ら
佐
柳
島
へ
と
、
そ

第2図

れ
ぞ
れ
移
住
が
あ
っ
た

8
3

天
正
一
八
年
(
一
五
九

O
)、
い
わ
ゆ
る
人
名
制
が
成
立
し
、
廻
船
業
が
塩
飽

経
済
の
根
幹
と
し
て
確
立
さ
れ
る
と
、
そ
の
盛
大
化
は
人
口
増
加
を
惹
き
起
し
、

上
記
の
よ
う
な
移
住
と
分
村
の
成
立
を
結
果
し
た
。
高
見
島
か
ら
佐
柳
島
へ
の
移

住
も
他
の
移
住
期
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
と
推
測
さ
れ
る
o

こ
と
に
寛
文
二
一
年
(
一

六
七
二
)
、
西
廻
航
路
が
聞
か
れ
る
や
、
塩
飽
船
の
活
躍
は
目
ざ
ま
し
く
、
と
り
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第2表塩飽諸島の人口

卜¥¥J人 口|増加指数~三下\J 人 口|増加指数

寛政8(1796) 9， 122 100.。 10 9，846 107.9 

9 9， 149 100.3 11 9，867 108.1 

10 9， 138 100. 1 12 9，93日 108.9 

11 9，139 100. 1 
天保元(1830) 10，023 109.9 

12 9，171 100.5 
2 10，088 110.6 

享和元(1801) 9，210 100.9 3 10，064 100.3 

2 9，257 101.5 4 9，977 109.4 

3 9，295 101.9 5 9，941 109.0 

文化元(1804) 9， 136 
6 10，031 109.9 

100. 1 
7 10，012 109.7 

2 9，414 103.2 
8 9，996 109.6 

3 9， 141 100.2 
9 9，715 106.6 

4 9，171 100.5 

9，248 101.4 
10 9，552 104.7 

5 

101.6 
11 9，540 104.6 

6 9，270 

102.2 
12 9，585 105.1 

7 9，329 

9，420 103.2 
13 9，607 105.3 

8 

9，436 103.4 
14 9，692 106.2 

9 

10 9，572 104.9 弘化元(1844) 9，790 107.3 
11' 9，382 102.8 2 9，887 108.4 
12 9，359 102.6 3 9，944 109.0 
13 9，371 102.7 4 10，015 109.8 
14 9，491 104.0 

嘉永元(1848) 10，096 110.6 
文政元(1818) 9，451 103.6 2 10，140 111.1 
2 9，533 104.5 3 10，144 111.2 
3 9，583 105.0 4 10，180 111.6 
4 9，748 106.2 5 10，154 111.3 
5 9，739 106.7 6 10，125 111.0 
6 9，793 107.3 

7 9，759 106.9 安政元(1854) 10，188 111. 7 

8 9，709 106.4 2 10，238 112‘2 

9 9，786 107.3 3 10，273 112.6 

西山松之助:大阪・兵庫・西宮・塩飽嶋人口統計表(歴史学研究第157号)による。
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わ
け
北
前
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
買
積
を
主
と
す
る
商
人
自
営
の
商
船
が
各
地
に
登
場
し
て
、

競
合
し
て
き

た
。
海
難
の
可
能
性
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
原
因
と
な
っ
て
、
特
権
的
な
賃
積
を
主
に
し
た
塩
飽
船
は
し
だ
い
に
圧
迫
さ
れ
、
北
前
か
ら

締
め
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
丘
〉
O

早
く
も
元
禄
一
O
年
(
一
六
九
七
)

の
文
献
に
は
大
半
の
塩
飽
船
が
明
船
に
な
っ
て
困
っ
て
い
る

旨
の
記
載
が
残
っ
て
い
る
五
百

こ
の
当
時
の
人
口
規
模
は
分
か
ら
な
い
が
、
退
潮
の
目
だ
っ
た
享
保
期
(
一
七
二
ハ

l
一
三
ハ
)

に
は
、
前
記
一
O
島
の
総
戸
数
二
、
。

三
五
、
人
口
九
、
七
二
三
で
あ
っ
た
。
現
在
判
明
し
て
い
る
そ
の
後
の
人
口
は
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
。
寛
政
九
年
(
一
七
九
七
)
以
降

約
六
O
年
で
お
よ
そ
二
二
%
の
増
加
で
あ
っ
た
が
、
年
間
二
%
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
比
較
的
緩
慢
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
経
済
ボ
リ
ウ
ム
の
小
さ
い
塩
飽
は
廻
船
業
の
不
振
に
よ
っ
て
非
常
な
過
剰
人
口
に
悩
ん
だ
。
再
び
中
世
以
前
の
漁
村

へ
の
回
帰
が
み
ら
れ
た
が
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
廻
船
業
の
発
達
に
つ
れ
、
塩
飽
を
め
ぐ
る
漁
場
は
下
津
井
漁
船
や
高
松
領
香
西

浦
の
鯛
船
の
漁
場
に
な
っ
て
い
た

8
3

こ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
激
し
い
人
口
圧
は
出
稼
者
の
輩
出
を
必
然
た
ら
し
め
た
。
こ
の
う

ち
に
は
従
来
の
船
乗
渡
世
も
多
か
っ
た
が
、
大
工
職
の
成
立
と
増
加
が
注
目
を
引
く
。
多
く
の
小
島
崎
明
か
ら
成
っ
て
い
な
が
ら
、
廻
船
業

に
み
ら
れ
た
島
民
た
ち
の
共
同
体
的
結
束
の
強
さ
が
基
盤
と
な
っ
て
、
多
数
の
大
工
を
族
生
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
表
は
明
治
五
年
の
壬
申
戸
籍
を
資
料
と
し
た
も
の
で
、

ほ
ぼ
幕
末
期
の
職
業
構
成
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
o

い
ま
塩
飽

七
島
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
大
工
職
だ
け
で
全
体
の
四
O
%
近
く
を
占
め
、
船
乗
渡
世
を
加
え
る
と
ほ
ぼ
五
O
M
に
及
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に

中
期
以
降
は
島
外
に
稼
ぐ
大
工
と
船
乗
渡
世
に
よ
っ
て
塩
飽
島
民
の
生
活
と
経
済
が
支
え
ら
れ
て
明
治
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
移
住
に
よ

っ
て
開
か
れ
た
佐
柳
・
瀬
居
島
に
は
漁
民
が
多
く
、
本
島
の
漁
民
は
ほ
と
ん
ど
小
坂
浦
に
集
住
し
て
い
た
。
親
村
的
存
在
の
小
坂
浦
は
能

地
漁
民
の
移
住
白
〉

に
よ
っ
て
成
立
し
た
毛
人
集
落
で
あ
っ
た
。
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(明治5年)

¥¥¥」農業|漁業|大工職|船稼|商業|その他| 言十

本 島 173 241 312 8 22 51 807 

牛 島 25 12 33 14 O 7 91 

広 島 116 5 176 69 1 20 387 

手 島 46 1 68 4 。 4 123 

橿石島 21 31 15 3 1 12 83 

与 烏 49 O 6 15 1 5 76 

高見島 46 32 93 21 。 3 195 

小計

瀬居島 1 117 O O 。 O 118 

沙弥烏 4 9 1 1 。 。 15 

佐柳島 3 267 3 2 。 O 375 

小計 508 

合計

塩飽の島機別職業別戸数第3表

以
上
の
よ
う
に
近
世
塩
飽
で
は
、
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
廻
船

業
の
発
達
に
伴
い
人
口
は
増
大
し
、
多
分
、
延
宝
・
貞
享
期
(

六
七
三

t
八
七
)

に
そ
の
マ
キ
シ
マ
ム
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
中
期
以
降
は
出
稼
に
よ
っ
て
過
剰
人
口
を
維
持
し
た
。

つ
ま

り
塩
飽
で
は
終
始
、
人
口
支
持
力
を
島
外
の
経
済
力
に
大
き
く
依

存
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
点
で
、
狭
小
か
つ
土
地
生
産
力
の
乏
し

い
島
嘆
の
一
典
型
を
示
し
た
。

(3) 

か
ら
寛
文
年

小
豆
島

元
和
年
間
(
一
ム
ハ
一
六

l
二
四
)

間
(
一
六
六
二

l
七
二
己
ま
で
の
略
半
世
紀
聞
に
、
戸
数
は
僅
か

小野論文一注(13)-332ページによる。

な
が
ら
減
少
し
た
の
に
対
し
、
人
口
は
七
%
ほ
ど
増
加
し
た
。
し

か
し
大
勢
と
し
て
は
戸
口
と
も
に
停
滞
的
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ

ぃ
。
と
こ
ろ
が
寛
文
後
、
宝
永
七
年
(
一
七
一
O
)
ま
で
の
四
、

五
O
年
聞
に
戸
数
は
お
よ
そ
七
O
M
、
人
口
は
六
O
%
近
い
著
増

を
み
せ
、
三
・
一
万
人
余
に
達
し
た
。
し
か
し
、
約
二
O
年
後
の

元
文
四
年
(
一
七
三
九
)

に
は
両
者
と
も
に
減
少
し
、
人
口
は
三

万
人
を
割
っ
た
。
さ
ら
に
一
O
O
年
後
の
天
保
九
年
(
一

八

八
)
で
は
人
口
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、
戸
数
は
二
割
か
た
増
加
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小豆島の人口

』ー一一一一
一一|人口|増加指数

元和年間 (161ト 24) 18，796 100.0 

寛文年間 (1662~73) 20，065 10f.7 

宝永7年 (1710) 31，026 165.1 

元文4年 (1739) 29，676 158.4 

天保9年 (1838) ※35，400 193.6 

明治13年(1880) 40，731 216.7 

179ページ以下による(※筆者推算)。

し
た
。
い
ま
戸
数
と
人
口
の
増
減
に
順
行
関
係
を
仮
定
し
、
村
ご
と
に
人
口
を
推
算
す
る
と
、

天
保
期
の
小
豆
島
人
口
お
よ
そ
二
一
・
五
万
人
と
な
る
。
宝
永
七
年
人
口
を
基
準
と
す
れ
ば
、
年

間
千
人
当
り
一
・
四
人
程
度
で
あ
る
か
ら
、
増
加
と
規
定
す
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

塩
飽
同
様
、
漁
業
と
廻
船
業
を
営
み
つ
つ
近
世
的
な
生
産
体
制
を
す
で
に
中
世
末
に
と
げ
て

い
た
〈
ぎ
小
豆
島
は
近
世
初
期
、

は
や
く
も
人
口
の
過
剰
現
象
を
呈
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第4表

一
七
世
紀
前
半
の
人
口
停
滞
は
こ
れ
を
暗
示
し
て
い
る
。
島
原
の
乱
後
の
彼
地
へ
の
集
団
移

住
ハ
同
)

は
幕
命
に
よ
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
当
地
の
人
口
圧
緩
和
を
僅
か
な
り
と
も

機
能
し
た
。

小豆郡誌

と
こ
ろ
で
一
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
急
増
現
象
を
解
明
し
て
く
れ
る

具
体
的
な
資
料
を
欠
く
が
、
西
廻
航
路
の
発
達
に
伴
う
廻
船
業
の
活
発
化
が
も
っ
と
も
直
接
的

余、

一
戸
当
り
、

一
・
七
人
強
を
数
え
た
。
し
か
し
、
小
豆
島
の
廻
船
業
も
塩
飽
の
場
合
と
同
じ
よ
う
な
性
格
を
有
し
て
い
た
と
す
れ

か
つ
主
要
な
動
機
だ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
o

当
時
、
加
子
役
に
従
事
し
た
者
が
六
、
二

O
O人

ば
、
そ
の
最
盛
期
は
や
は
り
一
七
世
紀
後
半
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
元
禄
二
年
(
一
六
八
九
)
、
御
用
加
子
浦
と
し
て
の
特
権

が
廃
止
さ
れ
た

a)
こ
と
は
そ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

島
内
の
食
料
不
足
解
決
の
た
め
、
廻
船
業
の
盛
大
化
と
と
も
に
、
農
地
の
開
拓
も
急
速
に
お
し
進
め
ら
れ
た
が
、
小
豆
島
製
塩
業
の
最

盛
期
は
一
克
禄
後
で
、
そ
う
め
ん
業
が
農
閑
余
業
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
質
入

の
も
加
子
浦
廃
止
前
後
か
ら
で
、
他
国
出
稼
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

な
い
し
書
入
の
証
文
が
多
く
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
五
〉



た
。
大
阪
の
川
働
、
伊
勢
・
尾
張
で
の
漁
業
稼
、
九
州
で
の
材
木
伐
出
、
武
家
・
町
方
奉
公
な
ど
が
そ
の
主
な
も
の
で
あ
っ
た
〈
2
3

し
か
し
、
廻
船
業
は
依
然
と
し
て
隆
盛
を
保
っ
た
。
こ
れ
は
石
材
を
積
ん
で
の
江
戸
・
大
阪
・
九
州
行
、
そ
う
め
ん
船
と
し
て
の
中
国

な
ど
、
島
内
の
商
品
生
産
の
活
況
と

-
九
州
行
、
さ
ら
に
製
塩
業
や
近
世
後
期
に
至
っ
て
各
村
に
盛
ん
に
な
っ
た
し
よ
う
ゆ
醸
造
業

8〉

噌⑤
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-a 
「ボ孝I(司唱
え、平日し1
上也←J

でかこんだ村は松山領

でかこんたe村は安永9
年以後大洲藩預り領
(但し大浦は半分)
その他の村は大洲領

0" 

て声。

照
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

中島町誌174ページによる。

し
か
し
な
が
ら
近
世
化
の
早
か
っ
た
小
豆
島
で
は
一
八
世
紀
初
頭
以
降
、
人

口
は
さ
ほ
ど
増
加
し
て
お
ら
ず
、
全
国
に
比
し
て
略
半
世
紀
早
く
人
口
の
停
滞

現
象
が
み
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
o

要
す
る
に
小
豆
島
に
お
い
て
も
低
い
土
地
生
産
力
の
放
に
、
そ
の
人
口
支
持

力
を
農
業
外
生
産
に
大
き
く
依
存
し
た
が
、

一
八
世
紀
初
頭
以
降
は
島
内
の
各

種
生
産
に
大
き
く
依
存
し
た
点
で
、
既
述
の
塩
飽
の
場
合
と
は
対
照
的
で
あ

忽那諸島の支配人組

る
。
し
か
し
、
人
口
推
移
の
様
相
は
両
者
は
き
わ
め
て
類
型
的
で
あ
っ
た
。

(4) 

忽
那
諸
島

周
防
大
島
の
東
部
に
点
在
し
、
中
島
・
怒
和
・
津
和
地
・

睦
月
・
二
神
・
野
忽
那
な
ど
の
島
艇
か
ら
な
り
、
藩
政
期
は
松
山
領
・
大
洲
領

-
天
領
支
配
が
錯
綜
し
て
い
た
。

第3図

ま
ず
松
山
領
に
つ
い
て
人
口
増
減
を
島
唄
別
に
み
る
と
、

一
八
世
紀
の
数
十

年
間
に
約
二
六
%
、
年
間
千
人
当
り
四

l
五
人
程
度
の
増
加
で
あ
っ
た
。
松
山

藩
は
貞
享
二
年
こ
六
八
五
)
、
地
坪
制
度
(
土
地
の
割
替
制
度
)
を
実
施
し
、
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忽那諸島(松山領分)の人口変遷

一一一一一一J 18世紀初 |安永5年(1間|増加率同
中 島 1，979 2，447 23.6 

津 手口 i也 島 503 764 51. 9 

神 島 486 450 (-) 7.4 

野 忽、 那 島 271 424 56.5 

計 3，241 4，081 25.9 

第5表

島
唄
の
各
村
は
農
業
依
存
へ
の
傾
斜
を
強
め
、
漁
民
の
陸
上
り
が
み
ら
れ
た
公
〉
O

も
と
も
と
全

島
的
に
畑
勝
ち
で
あ
っ
た
が
、
地
坪
制
度
実
施
後
、
水
田
拡
張
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
も

み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
村
の
貯
水
池
の
築
造
と
そ
の
時
期
か
ら
推
定
で
き
る
。
最
高
の
人
口
増

加
率
を
示
し
た
野
忽
那
は
そ
の
典
型
で
、
六
つ
の
貯
水
池
は
す
べ
て
第
五
表
期
間
中
に
設
け
ら
れ

た
8
3
こ
の
よ
う
に
畑
を
水
田
に
き
り
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
生
産
力
が
上
昇
す
る
一
方
、

正
徳
年
間
(
一
七
一
一

t
一五)、

サ
ツ
マ
イ
モ
が
移
入
さ
れ
(
号
、

人
口
支
持
力
は
大
い
に
高
ま

っ
た
。野

忽
那
に
次
い
で
五

O
V月
余
の
増
加
を
み
た
津
和
地
は
沖
乗
り
コ

1
ス
に
沿
い
、
海
駅
と
し
て

発
展
し
た
。
松
山
藩
に
と
っ
て
は
岩
城
島
と
並
ん
で
、
対
外
的
に
重
要
な
港
市
で
あ
っ
た

8
3

こ
の
た
め
土
地
生
産
力
に
依
存
し
な
い
人
口
の
増
加
が
著
し
く
、
船
乗
渡
世
や
小
商
人
の
活
躍
が

186ページによる。

目
だ
っ
た
。

二
神
は
人
口
減
少
を
示
し
た
唯
一
の
島
映
で
あ
る
が
、
忽
那
諸
島
で
は
も
っ
と
も
土
地
生
産
力

が
低
く
、
貧
窮
の
度
が
強
か
っ
た
。
明
和
九
年
(
一
七
七
二
)

に
は
一
石
未
満
の
百
姓
が
実
に
九

O
%以
上
を
占
め
た
必
〉
O

中島町誌

近
世
後
期
に
及
ぶ
人
口
推
移
を
示
す
資
料
は
わ
ず
か
に
天
領
の
中
島
小
浜
村
に
つ
い
て
分
る
だ

け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
享
保
か
ら
天
保
ま
で
の
一
一

0
年
間
に
約
九

O
%、
年
間
千
人
当

り
八
人
の
増
加
で
あ
っ
た
。
小
浜
に
は
水
田
が
な
か
っ
た
必
)

と
い
う
こ
と
で
、
農
業
外
生
産
に
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小浜村の人口変遷

一一一一一一一一 男 女 言十 増加指数

享保 18(1733) 246 258 504 100.0 

延享元(1744) 273 259 534 105.9 

宝暦 2(1752) 285 290 575 114.1 

明和元(1764) 307 327 634 125.8 

寛政元(1789) 362 351 713 141. 5 

天保 13(1842) 471 452 923 182.9 

天保 14(1843) 482 463 948 188.1 

第 6表

依
存
す
る
職
種
の
人
口
増
加
が
推
察
さ
れ
る
。
事
実
、
寛
政
元
年
(
一
七
八
九
)

に
は
全
戸

数
一
一
ニ

O
に
対
し
て
、
小
商
人
二
一
、
大
工
五
、
木
挽
五
、

桶
師
二
、
馬
喰
一
が
お
り
(
智
、

二
五
%
近
く
が
非
農
業
分
野
が
占
め
て
い
た
。
大
工
以
下
の
職
は
ほ
と
ん
ど
出
稼
者
で
あ

り
、
小
商
人
の
中
に
も
郷
庖
を
聞
い
て
商
売
を
す
る
ほ
か
、
行
商
か
島
内
産
物
を
買
い
集
め

て
他
所
へ
売
り
に
行
く
も
の
が
多
か
っ
た

az
出
稼
は
松
山
領
の
各
村
か
ら
も
出
て
お

り
、
幕
末
に
な
る
に
つ
れ
盛
ん
に
な
っ
た
。

大
洲
領
村
落
に
関
し
て
は
資
料
を
欠
く
の
で
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
松
山
領
や
小
浜
の
傾

向
と
大
差
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
地
坪
制
に
与
ら
な
い
百
姓
釜
山
給
分
)
や
漁
民
は
他
所
か
ら
入
島
し
た
も
の
で
、
後

者
は
能
地
や
岩
城
・
蒲
刈
島
か
ら
来
た

avo

224ページによる。

い
ず
れ
に
し
て
も
当
初
は
農
業
を
中
軸
と
し
た
忽
那
諸
島
で
も
、
中
期
以
降
、
人
口
の
増

じ
か
た

加
現
象
が
み
ら
れ
た
。
地
一
方
郷
村
の
人
口
が
一
般
に
減
少
を
示
し
た
の
と
は
き
わ
め
て
対
照

的
で
あ
る
o

基
本
的
に
は
伊
予
沿
岸
部
の
み
な
ら
ず
、
安
芸
や
周
防
と
密
接
な
関
係
を
も

ち
、
先
進
的
商
品
流
通
の
影
響
を
強
く
受
け
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
忽
那
諸
島
は
他
の
瀬
戸

中島町誌

内
海
島
瞬
同
様
、
人
口
の
人
為
的
制
限
を
忌
避
し
た
真
宗
門
徒
の
地
域
で
あ
っ
た

a〉

と

も
無
視
で
き
な
い
伏
線
で
あ
ろ
う
。
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以
上
、
若
干
の
事
例
に
つ
い
て
み
た
が
、
緩
急
と
程
度
の
差
は
あ
れ
、
人
口
は
一
般
に
増
加
傾
向
を
た
ど
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

す
で
に
広
島
・
福
山
藩
に
お
け
る
人
口
増
加
は
沿
岸
・
島
峡
部
に
著
し
か
っ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
お
り
(
号
、

瀬
戸
内
海
域
の
縁
辺
部

に
点
在
す
る
姫
島
(
お
〉
・
日
振
島
〈
鉛
)
・
伊
島
(
幻
)
に
お
い
て
も
人
口
増
加
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
当
地
域
の
地
方
史
誌
翁
〉
や
各
種

論
文
に
も
か
か
る
現
象
を
確
認
な
い
し
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
は
甚
だ
多
い
。
か
く
て
近
世
に
お
け
る
人
口
増
加
は
瀬
戸
内
海
島
興

の
特
徴
的
な
史
実
と
規
定
で
き
よ
う
。

2 

外

洋

性

島

醜

こ
こ
で
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
る
島
艇
の
う
ち
五
島
を
除
け
ば
、

い
ず
れ
も
淡
路
と
と
も
に
一
島
一
国
を
形
成
し
て
い
た
。
ま
ず
統
一

的
資
料
に
よ
っ
て
、
各
島
瞬
人
口
の
推
移
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
隠
肢
の
増
加
、
士
官
肢
の
緩
慢
な
上
昇
、
佐
渡
の
停
滞
と

増
加
、
対
馬
の
不
安
定
な
動
態
の
様
相
が
よ
み
と
れ
る
。
そ
し
て
弘
化
期
に
は
い
ず
れ
も
全
国
平
均
を
上
ま
わ
り
、
隠
岐
を
除
い
て
は
ほ

当時

.... 
対*

加

癌

困

s 
〉

ロ

//|iL出
巴
閣
巴
ゆ
巴
凶
ぽ
同
崎
町
問
国
間
匝
閣
同
問
医
院
十
伺

泊

芯

印
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140 

100 

120 

130 

人
び
と
が
集
ま
り
、
明
人
の
来
往
し
た
事
実
も
あ
る
翁
)
O

弘
化

天
保
五

文
政
十

文
政
五

文
化
一
万

寛
政
十

天
明
六

。
享
保
六

。。

ぽ
同
程
度
の
増
加
指
数
を
示
し
た
。
な
お
弘
化
期
の
人
口
密
度
を

島娘国の人口変遷(寛延3年人口=100)

み
る
と
、
佐
渡
・
隠
岐
は
ほ
ぼ
全
国
水
準
に
近
か
っ
た
の
に
対

し
、
壱
岐
の
高
密
度
と
対
馬
の
低
密
度
が
き
わ
だ
っ
て
い
た
。
以

下
各
島
棋
別
に
考
察
し
て
い
く
。

佐
渡

そ
の
近
世
史
の
う
え
で
相
川
銀
山
の
存
在
は
大
き

な
意
義
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
の
最
盛
期
は
慶
長
l
寛
永
頃
で
あ

っ
た
。
当
時
の
相
川
人
口
に
関
す
る
的
確
な
資
料
を
欠
く
が
、
そ

れ
に
対
す
る
説
は
多
い
。
各
種
古
文
書
に
は
最
大
は
三
二
万
人
余
、

最
少
で
も
八
万
人
余
と
あ
り
、
現
在
か
ら
み
て
も
非
常
に
大
規
模

な
人
口
を
記
載
し
て
い
る
が
、
元
和
頃
(
一
六
一
五

l
一
三
一
)
で
、

第4図

鉱
山
人
口
は
三

l
四
万
人
程
度
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る

auo

京
町
・
奈
良
町
・
尾
張
町
・
諏
訪
町
・
会
津
町
な
ど
の
地
名
が
相
川
町
内
に

い
ず
れ
に
し
て
も
当
時
の
相
川
に
は
内
外
の
各
地
か
ら
多
く
の

渡
る
こ
と
に
対
し
て
し
ば
し
ば
禁
令
を
出
し
た
程
で
あ
っ
た

G〉
O

み
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
地
方
か
ら
の
出
身
者
が
多
か
っ
た
証
左
で
あ
る
。
加
賀
藩
の
ご
と
き
は
領
内
百
姓
が
銀
山
稼
と
し
て
佐
渡
に

73 

こ
の
よ
う
な
急
激
な
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
の
需
要
に
対
し
て
は
島
内
の
供
給
の
み
で
は
応
じ
き
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
大
量
の
移
入

一
方
、
農
業
以
外

米
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
自
給
自
足
の
原
則
に
促
さ
れ
て
、
島
内
の
農
業
生
産
は
飛
躍
的
に
上
昇
し
た
。
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Q
各
種
産
業
や
交
通
業
な
ど
も
生
起
し
、
活
況
を
示
す
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
広
汎
に
わ
た
る
社
会
経
済
上
の
進
展
は
人
口
の
自
然
増

加
率
を
も
高
め
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
寛
永
末
期
か
ら
の
相
川
銀
山
の
衰
微
は
島
内
一
円
に
わ
た
っ
て
経
済
全
般
の
行
詰
り
を
招
来
し
た
。
鉱
山
関
係
者
に
は
出

国
の
自
由
を
許
し
た
の
で
、
相
川
の
人
口
は
急
速
に
減
少
し
た
が
、
島
外
に
出
ず
に
島
内
で
百
姓
に
転
じ
た
も
の
も
多
く
、
こ
と
に
慶
安

期
(
一
六
四
八

1
五
二
以
降
急
激
に
増
加
し
た
(
鈎
〉
O

石
余
に
引
き
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
相
川
人
口
の
急
増
現
象
に
強
く
刺
激
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
新
規
百
姓
数
の
増
加
H

全
島
的
な
人
口

慶
長
検
地
で
二
万
石
余
の
高
が
、
元
禄
検
地
で
は
一
挙
に
六
倍
以
上
の
一
三
万

調
密
化
の
結
果
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
す
で
に
人
口
の
飽
和
状
態
に
陥
っ
て
い
た
佐
渡
は
全
国
に
比
し
て
ほ
ぼ
一
世
紀
も
早
く
停
滞
状
態
に
入
り
、
幕
末
に
ま
で
及

ぶ
の
で
あ
る
。
た
だ
小
木
・
赤
泊
・
松
ケ
崎
な
ど
の
南
西
諸
港
は
西
廻
海
運
の
コ

l
ス
に
臨
み
、
中
期
以
降
も
あ
る
程
度
人
口
増
加
が
み

ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
a
u
o

幕
末
に
至
つ
て
の
増
加
傾
向
は
主
に
農
業
生
産
性
の
上
昇
に
伴
う
現
象
で
あ
る
。

九 (2)
O 
隠
岐

享
保
六
年
(
一
七
二
一
)
以
前
の
人
口
と
し
て
は
、
寛
文
七
年
(
一
六
六
七
)

一
五
、
九

O
一
人
お
よ
び
元
禄
三
年
(
一

一
八
、
九
一

O
人
が
知
ら
れ
て
い
る
晶
〉
。

」
れ
ら
の
断
片
的
な
数
値
に
よ
れ
ば
、

一
七
世
紀
後
半
(
恐
ら
く
前
半
か
ら
)
の

急
増
(
年
間
八
・
二
%
)
、

一
八
世
紀
前
半
の
著
し
い
停
滞
が
観
取
で
き
る
。
そ
し
て
享
保
以
降
は
安
定
的
な
増
加
傾
向
を
た
ど
っ
た
(
年

間
三
・
五
%
)
。

近
世
初
期
に
お
け
る
人
口
増
加
は
全
国
一
般
に
通
ず
る
現
象
で
、
農
業
生
産
性
の
上
昇
に
伴
っ
て
い
た
。
隠
岐
で
は
い
わ
ゆ
る
牧
畑
農

業
が
重
要
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
す
ぐ
れ
て
孤
立
的
か
つ
後
進
的
社
会
に
お
け
る
島
民
の
食
料
自
給
策
と
し
て
案
出
さ
れ
、
近

世
を
通
じ
て
全
島
的
に
成
立
し
て
い
た
♀
uo

し
か
し
そ
の
人
口
支
持
力
は
き
わ
め
て
低
位
で
、
狭
小
性
の
著
し
い
隠
岐
で
は
人
口
は
容



易
に
飽
和
状
態
に
達
し
た
。

中
期
以
降
の
増
加
傾
向
は
西
廻
海
運
の
活
発
化
に
伴
う
水
産
業
や
林
業
な
ど
の
生
産
活
動
の
進
展
と
、
こ
れ
に
よ
る
隠
岐
自
体
の
海
運

業
の
発
達
の
影
響
で
あ
る
o

と
り
わ
け
水
産
業
の
盛
況
は
人
口
増
加
に
対
し
て
直
接
的
動
機
と
な
っ
た
。
も
と
も
と
隠
岐
は
漁
場
に
恵
ま

れ
、
海
産
物
の
商
品
化
は
す
で
に
元
禄
期
に
始
ま
っ
た
。
中
期
以
降
は
西
日
本
に
お
け
る
代
表
的
な
俵
物
生
産
地
と
な
り
、
文
化
文
政
期

に
は
沿
岸
の
村
に
生
産
額
が
割
り
当
て
ら
れ
、
超
過
生
産
に
は
増
銀
が
つ
け
ら
れ
た

8〉
O

い
ま
島
前
に
お
け
る
俵
物
生
産
の
?
中
心
で

あ
っ
た
知
天
皇
島
(
知
夫
村
)

の
人
口
推
移
を
み
る
と
(
ぢ
、

貞
享
以
降
文
化
期
ま
で
八

O
O人
台
で
固
定
的
で
あ
っ
た
が
、
文
政
七
年

(
一
八
二
四
)

一
七
九
人
、
天
保
九
年
(
一
八
三
八
)

七
五
四
人
と
か
な
り
急
激
な
増
加
が
み
ら

一
、
二
五
七
人
、
明
治
五
年
一
、

、

れ
た
。

(3) 

近
世
初
頭
か
ら
干
拓
が
積
極
的
に
行
な
わ
れ
、
明
暦
二
年
(
一
六
五
五
)
に
は
田
高
二

O
、

四

壱
岐

一
六
四
石
、
畑
高
一
一
、

O
五
石
に
対
し
、
新
開
田
一
四
、
二
八
一
石
を
攻
出
し
た
〈
U
U
O

一
方
、
向
上
年
、
翌
三
年
お
よ
び
天
和
元
年
(
一
六
八
一
)
に
は
新
開

地
や
人
口
稀
薄
地
域
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
島
民
を
移
住
さ
せ
た
β
〉

O

」
れ
は
土
地
の
割
替
制
度
と
も
関
係
し
た
が
、
急
速
な
人
口
増

わが国近世の島i興人口

加
に
強
く
影
響
さ
れ
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。
村
数
も
正
保
期
二
七
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
元
禄
期
に
は
五
三
と
略
半
世
紀
で
倍
増
し

た。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
人
口
の
急
増
現
象
は
単
に
農
業
生
産
力
の
上
昇
に
よ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
漁
業
と
く
に
捕
鯨
業
の
隆
盛
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
壱
岐
の
捕
鯨
業
は
寛
永
初
年
か
ら
盛
ん
と
な
り
延
宝
二
年
(
一
六
七
四
)

に
は
壱
岐
を
根
拠
と
し
た
鯨
組
は
一

七
組
を
数
え
た
〈
必
)
O

そ
の
当
初
に
お
い
て
は
播
磨
や
紀
伊
か
ら
出
組
を
み
、
そ
の
後
は
各
地
か
ら
多
く
の
捕
鯨
出
稼
者
を
迎
え
た
。
そ

75 

の
な
か
に
は
壱
岐
に
住
み
つ
く
者
も
少
な
く
な
く
、
壱
岐
人
口
の
動
向
に
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
農
・
漁
業
を
中
軸
に
急
上
昇
を
た
ど
っ
た
壱
岐
人
口
は
元
禄
一

O
年
(
一
六
九
七
)
に
は
二
一
、

五一

O
人
谷
〉

に
達
し

た
。
し
か
し
一
八
世
紀
に
入
っ
て
捕
鯨
業
は
退
潮
の
き
ざ
し
を
み
せ
、
相
対
的
な
過
剰
人
口
を
生
じ
て
、
島
外
へ
の
移
出
現
象
が
起
り
、

享
保
六
年
(
一
七
二
一
)

に
は
二
万
人
を
割
っ
た
。
寛
延
コ
一
年
(
一
七
五

O
)
に
は
二
・
三
万
人
ま
で
増
加
し
た
が
、
そ
の
後
し
ば
ら
く

停
滞
を
続
け
、
天
明
の
こ
ろ
か
ら
再
度
上
昇
傾
向
を
た
ど
っ
た
の
は
前
掲
の
図
表
に
見
る
如
く
で
あ
る
。

な
お
壱
岐
で
は
耕
地
拡
張
は
明
治
初
年
ま
で
断
続
的
に
お
し
進
め
ら
れ
た
が
、
当
初
は
藩
直
営
で
営
ま
れ
た
の
が
多
く
、
享
保
以
降
に

お
い
て
は
捕
鯨
業
の
巨
大
な
利
益
が
投
資
さ
れ
た
干
拓
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
宝
永
六
年
(
一
七
七
七
)

の
唐
田
新
田
約
五

O
町
歩
は
壱

岐
の
代
表
的
捕
鯨
家
土
肥
家
の
投
資
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
享
保
期
に
は
田
一
、

O
三
O
町
、
畑
一
、

七
六
七
町
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
三
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
、
二
九
六
町
、

四
、
二
五
六

町
と
拡
大
し
、
こ
と
に
畑
の
増
反
が
著
し
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
人
口
増
加
と
直
接
的
に
関
係
し
た
耕
地
の
拡
大
は
、
近
世
前
半
に
は
水
田

中
心
、
後
半
は
畑
地
中
心
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
地
形
お
よ
び
土
壌
条
件
に
恵
ま
れ
、
島
唄
と
し
て
は
高
い
耕
地
率
、
水
田
率
を

示
し
、
農
業
面
で
の
人
口
支
持
力
は
他
の
島
艇
に
比
し
て
き
わ
め
て
高
か
っ
た
。

(4) 

対
馬

ま
ず
陶
山
前
苓
の
「
口
上
覚
書
」
翁
)

に
よ
っ
て
寛
文
五
年
(
一
六
六
五
)

か
ら
正
徳
二
年
(
一
七
二
マ
ま
で
の
総
人

口
と
地
域
別
(
府
中
・
郷
村
・
銀
山
)
人
口
な
ら
び
に
島
外
者
数
の
推
移
を
み
る
(
第
五
図
)
0

近
世
初
頭
の
人
口
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
初
よ
り
上
昇
傾
向
を
た
ど
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
天
和
の
こ
ろ
ま
で
で
、
以
降
は
停

滞
な
い
し
減
少
気
味
で
あ
っ
た
。
地
域
別
に
み
る
と
府
中
と
郷
村
の
人
口
規
模
が
ほ
ぼ
等
し
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
後
者
が
緩
慢
な

増
加
傾
向
を
呈
し
た
に
対
し
、
前
者
は
一
八
世
紀
に
至
っ
て
激
減
現
象
を
起
し
た
。

と
こ
ろ
で
延
宝
八
年
(
一
六
八

O
)
年
に
は
全
人
口
の
四
分
の
一
以
上
を
占
め
る
八
、

0
0
0人
余
の
島
外
者
が
在
島
し
、
そ
の
八

O
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A
H
V
 内。

象
を
早
期
に
み
ら
れ
た
点
で
、
先
の
佐
渡
の
事
例
と
類
似
し
て
い
る
。

10，000 

(人)

20，000 

(
-
七
一
一

正
徳
元

(
一
七
口
回
)

宝
永
元

%
以
上
は
城
下
の
府
中
に
居
住
し
、
城
下
人
口

の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
て
い
た
。
彼
ら
は
多
く
上

方
出
身
で
、
朝
鮮
と
の
密
貿
易
に
従
事
し
て
い

対馬の人口(寛文5，....，正徳2) 

た
ぬ
)
O

鎖
国
令
を
遵
守
し
た
対
馬
藩
で
は
彼
ら

に
対
し
て
内
地
送
還
を
断
行
し
た
が
、
こ
れ
は

密
貿
易
取
締
り
の
理
由
の
ほ
か
、
他
国
者
を
扶

養
す
る
ほ
ど
の
余
裕
が
な
い
食
料
事
情
も
大
き

な
原
因
と
な
っ
た
白
〉
O

こ
う
し
た
島
外
者
の

(
一
六
八
八
)

一
万
禄
元

(
一
六
八
回
)

負
享
一
万

(
一
六
八
一
)

天
和
元

(
一
穴
七
七
)

延
宝
五

0 
寛(
文妄
五室

移
出
は
城
下
人
口
の
大
幅
な
減
少
を
も
た
ら
し

第5図

た
ば
か
り
で
な
く
、
全
人
口
の
動
向
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
近
世
初
期
に

お
い
て
全
人
口
の
趨
勢
に
直
接
的
関
係
を
示
す

よ
う
な
社
会
減
少
と
、
こ
れ
に
伴
っ
て
停
滞
現

も
と
も
と
対
馬
は
生
活
の
資
力
を
朝
鮮
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
。
し
か
し
、
鎖
国
後
は
食
料
の
自
給
化
を
図
っ
て
、
寛
文
一

年

77 

土
地
制
度
を
実
施
し
た
蕗
)
O

(
一
六
七
一
)
、
給
人
領
・
寺
社
領
を
差
引
い
た
残
り
を
公
領
と
し
、
こ
れ
を
農
民
に
分
給
し
、

一
定
年
数
ご
と
に
請
込
地
を
交
替
す
る

か
か
る
制
度
は
既
述
の
ご
と
く
、
窓
那
諸
島
や
壱
岐
な
ど
に
も
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
農
業
条
件
に
極
度
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に
恵
ま
れ
な
い
対
馬
で
は
そ
れ
は
人
口
抑
制
的
機
能
を
果
た
し
た
。
農
民
は
そ
の
地
位
を
安
定
さ
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
た
め
に
人
口
増
加

は
白
か
ら
制
限
し
て
、

土
地
の
細
分
化
を
防
い
だ
ハ

8
0

一
方
、
藩
は
府
中
以
外
の
地
で
の
商
業
活
動
を
禁
止
し
、
郷
市
の
存
在
を
許
さ
な
か
っ
た
白
〉
O

し
た
が
っ
て
商
業
活
動
を
前
提
と
す

る
漁
業
の
成
立
は
府
中
以
外
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
地
元
で
は
地
先
の
海
面
を
入
込
み
漁
民
に
貸
料
を
と
っ
て
漁
業
権
を
与
え
、
自
か

ら
は
磯
の
魚
介
海
草
類
を
採
集
す
る
だ
け
で
、
も
ち
ろ
ん
農
漁
未
分
化
の
形
態
で
あ
っ
た
。
し
か
も
入
込
み
漁
民
に
対
し
て
は
郷
村
の
定

住
を
許
さ
な
か
っ
た
良
〉
O

こ
の
よ
う
に
対
馬
で
は
好
漁
場
に
恵
ま
れ
な
が
ら
漁
業
の
発
達
お
よ
び
こ
れ
に
伴
う
人
口
増
加
は
全
く
期
待

で
き
な
か
っ
た
。

な
お
第
七
表
の
対
馬
人
口
で
は
通
じ
て
約
一
・
一
二
万
人
の
除
外
人
口
が
あ
っ
た
。
正
徳
二
年
(
一
七
二
一
)
二
九
、

五
O
三
人
に
対
し

享
保
六
年
(
一
七
二
一
)

一六、

四
六
七
人
、

さ
ら
に
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)

二
ハ
、
九

O
四
人
に
対
し
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)

九
、
六
八
四
人
で
、
前
二
者
の
九
年
間
に
、
後
二
者
の
二
六
年
間
に
ほ
ぼ
同
規
模
の
一
・
三
万
人
も
の
減
少
や
増
加
が
あ
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
除
外
人
口
の
ほ
と
ん
ど
が
士
族
人
口
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
近
世
対
馬
で
は
士
族
人
口
が
全
人
口
の
四

O

%
以
上
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
全
国
平
均
(
約
六
%
)

は
も
と
よ
り
薩
摩
藩
(
二
六
%
)

〈
応
〉
に
比
し
て
も
異
常
に
高

く
、
こ
の
点
で
も
近
世
対
馬
は
き
わ
め
て
特
色
あ
る
人
口
構
造
を
示
し
て
い
た
。

国
境
に
位
置
し
た
対
馬
は
朝
鮮
に
対
し
て
鎖
国
を
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
島
外
者
の
入
島
移
住
を
も
厳
禁
し
た
。
こ
の
よ
う
な
二
重
構

造
的
な
鎖
国
状
態
を
と
っ
た
近
世
対
馬
の
人
口
現
象
は
わ
が
国
全
体
の
そ
れ
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
す
る
も
の
で
あ
り
、

わ
が
国
近
世
人
口
史

上
試
験
管
的
役
割
を
表
徴
し
た
と
い
え
よ
う
。

(5) 

五
島

具
体
的
に
全
島
の
人
口
規
模
が
わ
か
る
の
は
寛
文
年
間
(
一
六
六
一

t
七
二
)

九

七
五
八
人
(
防
〉
、

元
禄
八
年
(
一



六
九
五
)
二
一
、
三
八
三
人

(g、

加
は
歴
然
で
、
明
治
ま
で
の
約
二

0
0年
聞
に
三
倍
以
上
の
増
加
で
あ
っ
た
。

明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
六
七
、

五
四
五
人
(
路
)

の
三
例
の
み
で
る
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
人
口
増

五
島
の
近
世
化
の
主
軸
は
漁
業
と
さ
れ
(
号
、

こ
と
に
捕
鯨
業
の
発
達
に
伴
う
貨
幣
経
済
の
浸
透
は
五
島
の
近
世
史
の
性
格
を
規
定
し

た
。
五
島
の
北
部
は
壱
岐
・
生
月
と
と
も
に
西
海
捕
鯨
業
の
一
大
根
拠
地
と
し
て
、
寛
文
の
こ
ろ
か
ら
活
況
を
呈
し
、
各
地
か
ら
の
出
稼

者
は
彩
し
い
数
に
達
し
た
。

さ
ら
に
他
の
漁
業
に
従
事
す
る
出
稼
者
も
ま
た
多
か
っ
た
。
捕
鯨
・
鰯
網
加
子
な
ど
の
出
稼
だ
け
で
も
少
な
く
と
も
一
、

0
0
0人
以

上
は
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
外
一
本
釣
・
延
網
や
旅
船
行
商
な
ど
を
合
す
れ
ば
、
年
々
一
二
、

0
0
0人
内
外
の
来
島
者
が
あ
っ
た
と
察

せ
ら
れ
る
耐
〉
O

」
れ
ら
の
う
ち
五
島
に
住
み
つ
く
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

一
方
、
当
初
か
ら
農
業
開
発
を
重
視
し
た
藩
で
は
人
口
増
加
を
も
意
図
し
て
、
寛
永
一
九
年
(
一
六
四
二
)

に
は
上
方
の
流
民
を
、

さ

ら
に
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)

に
は
江
戸
の
貧
民
を
領
内
に
移
し
て
原
野
の
開
拓
に
あ
た
ら
せ
た

avo
し
か
し
享
保
の
こ
ろ
か
ら
の
捕

鯨
業
の
退
潮
に
伴
い
、
農
業
生
産
力
の
増
強
の
必
要
性
は
一
層
高
ま
っ
た
の
で
、
寛
政
九
年
(
一
七
九
七
)
、
大
村
藩
に
請
う
て
農
民
一

わが国近世の島l興人口

O
八
人
を
五
島
に
移
住
さ
せ
て
田
地
を
聞
か
せ
た

6
3

当
時
人
口
過
剰
に
悩
ん
だ
大
村
藩
か
ら
は
以
後
要
請
に
応
じ
て
あ
る
い
は
自
か

ら
進
ん
で
渡
島
し
た
者
が
三
、

0
0
0人
程
と
い
わ
れ
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た

6
3
彼
ら
は
山
間
僻
地
の
清
地
や

生
産
活
動
に
不
利
な
裏
五
島
の
海
辺
に
居
付
き
、
そ
れ
ま
で
無
人
島
で
あ
っ
た
頭
ケ
島
・
有
福
島
・
葛
島
・
姫
島
・
折
島
な
ど
に
移
住
定

着
し
て
い
っ
た
。
生
活
力
の
き
わ
め
て
旺
盛
な
彼
ら
が
末
子
相
続
制
@
〉

を
堅
持
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
加
重
さ
れ
、
耕
地
と
人
口
は
急

速
に
増
大
し
て
い
っ
た
。

一
七
世
紀
の
人
口
増
加
率
が
比
較
的
緩
慢
(
年
間
二
・
五

l
三
・
五
%
)

で
あ
っ
た
に
対
し
、
中
期
以
降
は
か

79 

な
り
高
か
っ
た
(
年
間
約
二
一
%
)

の
は
居
付
農
民
の
著
し
い
自
然
増
加
の
反
映
で
あ
る
。
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種子島の人ロ

ト¥¥¥l人口 |増加指数
寛政7(1667) 6，500 100.0 

元禄9(1696) 8，609 132.4 

元禄12(1699) 8，608 132.4 

宝永4(1707) 10，249 157.7 

享保15(1730) 12，676 197.3 

元文3(1738) 13，729 211. 2 

天明7(1787) 16，431 252.9 

文化元(1804) 14，209 218.3 

文化13(1816) 14，240 218.9 

慶応4(1868) 18，000 277.0 

本庄栄次郎種子島の土地と人口

(経済史研究29ー 1)8， 9ページ
による。

「¥¥¥|人口 |増加撒

万治2(1659) 16，000 100.0 

貞享2(1684) 31，000 193.8 

元禄4(1691) 34，357 214.7 

正徳、元(1711) 52，785 329.9 

享保3(1717) 65，000 405.5 

延享3(1746) 74，000 466.0 

宝暦11(1761) 89，982 562.4 

寛政6(1794) 112，000 700.0 

文化元(1804) 140，446 877.8 

文化7(1810) 128，244 801. 5 

文政10(1827) 139，041 869.0 

天保3(1832) 143，041 894.0 

慶応4(1868) 156，168 969.8 

の人口

100.0 

151.4 

150.8 

156.9 

8， 18ページ鹿児島県史第2巻

Vこよる。

」
の
よ
う
に
五
島
で
は
、
自
然
条
件
の

み
な
ら
ず
土
地
制
度
な
ど
に
も
類
似
の
特

微
を
共
有
し
た
対
馬
の
事
例
と
は
全
く
対

牒
的
な
人
口
現
象
を
示
し
た
。
こ
れ
は
五

島
が
近
世
を
通
じ
て
開
拓
の
可
能
性
を
多

く
残
し
て
い
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
世

初
頭
か
ら
多
分
に
開
放
的
庶
民
的
な
性
格

を
内
包
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る

G
ち

そ

檎垣論文一注(67)ー 15ページによ
る。

る
も
の
で
あ
っ
た
俗
〉
O

発
展
に
伴
う
早
く
か
ら
の
商
品
経
済
の
た
く
ま
し
い
浸
透
に
基
因
す

し
て
こ
れ
は
捕
鯨
を
中
心
と
す
る
漁
業
の

以
上
の
ほ
か
、
種
子
島
や
奄
美
諸
島
な
ど
の
薩
南
の
島
々
に
お
い

て
も
一
般
に
増
加
現
象
が
認
め
ら
れ
る
が
、
天
草
ハ
切
)

の
事
例
が
も

っ
と
も
注
目
さ
れ
る
o

乱
後
二

O
年
の
万
治
二
年
(
一
六
五
九
)
の

天
草
人
口
は
約
一
・
六
万
人
で
あ
っ
た
が
、
慶
応
四
年
(
一
八
六
八
)

に
は
お
よ
そ
一
五
・
六
万
人
に
達
し
、
約
二
世
紀
で
一

O
倍
を
記
録
し
た
。
近
世
郷
村
の
人
口
と
し
て
ば
ま
こ
と
に
比
類
な
い
増
加
現
象

第B表天草の人口第10表

第 E表



で
あ
っ
た
。

一
方
、
戸
数
の
固
定
化
現
象
で
早
く
か
ら
地
理
学
界
の
注
目
を
引
い
た
初
島

a)
で
は
人
口
も
や
は
り
停
滞
的
で
あ
っ
た
。
同
様
の
傾

向
は
飛
島
〈
ω〉

や
御
蔵
島
ハ
mu
で
も
認
め
ら
れ
る
。

三
、
む

す

び

大
阪
を
中
心
と
す
る
畿
内
先
進
地
域
と
の
関
連
が
強
か
っ
た
瀬
戸
内
海
地
域
は
近
世
を
通
じ
て
全
国
的
流
通
機
構
の
中
軸
的
な
位
置
を

占
め
た
。
し
た
が
っ
て
当
地
方
の
沿
岸
地
域
ば
か
り
で
な
く
、
島
唄
部
に
も
機
業
・
塩
業
・
造
船
業
な
ど
の
各
種
工
業
が
立
地
し
、
廻
船

業
は
活
況
を
呈
し
、
各
地
に
港
町
が
発
達
し
た
。
そ
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
漁
業
は
生
産
力
の
点
で
先
進
的
な
位
置
に
あ
っ
た
日
)
O

か
か
る
社
会
経
済
構
造
の
も
と
で
は
島
民
の
生
産
領
域
は
生
活
領
域
を
越
え
て
拡
大
し
が
ち
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
出
稼
社
会
の
形
成
が

容
易
か
つ
必
然
的
で
あ
っ
た
。
近
世
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
島
峡
の
人
口
増
加
に
関
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ
の
持
つ
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い

が
、
基
本
的
に
は
瀬
戸
内
海
島
艇
が
開
放
的
な
出
稼
社
会
の
性
格
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

わが国近世の島唄人口

こ
れ
に
対
し
て
五
島
や
隠
岐
な
ど
に
お
け
る
人
口
の
増
加
現
象
は
、
そ
の
当
初
に
お
け
る
絶
対
的
僅
少
あ
る
い
は
著
し
い
後
進
性
の
故

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
島
棋
に
お
い
て
は
中
期
以
降
も
島
民
の
生
活
領
域
内
に
お
い
て
発
展
し
得
る
経
済
的
可

能
性
を
内
包
し
て
い
た
。
薩
南
諸
島
も
こ
の
五
島
タ
イ
プ
と
解
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
瀬
戸
内
海
タ
イ
プ
を
も
加
味
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ

る
の
が
天
草
の
事
例
で
あ
る
。

一
方
、
対
馬
や
初
島
・
飛
島
・
御
蔵
島
に
お
け
る
人
口
の
停
滞
現
象
は
い
ず
れ
も
当
該
島
嘆
の
経
済
ボ
リ
ウ
ム
と
の
整
合
を
強
く
指
向

81 

し
た
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
指
向
性
は
国
境
に
位
置
し
て
い
た
対
馬
で
は
い
わ
ば
他
律
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
三
者
で
は
自
律



初
島
で
は
む
し
ろ
こ
れ
ら
島
唄
性
の
稀
薄
さ
に
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

的
性
格
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
飛
島
と
御
蔵
島
の
場
合
は
そ
の
著
し
い
隔
絶
性
と
孤
立
性
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
る
に
対
し
、

つ
ま
り
初
島
の
場
合
は
対
岸
地
方
へ
の
人
的
、
経
済
的

82 

進
出
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
に
帰
せ
ら
れ
よ
う
命
〉
O

以
上
の
よ
う
な
近
世
島
瞬
の
人
口
現
象
に
関
し
、
そ
の
特
色
や
類
型
規
定
に
は
さ
ら
に
多
く
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
必
要
と
す
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、

お
お
よ
そ
減
少
や
停
滞
現
象
に
焦
点
を
置
き
、
そ
れ
が
封
建
体
制
下
に
お
け
る
歴
史
的
必
然
と
見
な
す
こ

と
で
終
っ
て
い
た
傾
向
の
強
い
従
来
の
近
世
人
口
史
研
究
に
対
し
、
あ
る
種
の
疑
問
と
物
足
ら
な
さ
を
感
じ
さ
せ
る
程
、
近
世
島
艇
の
人

口
現
象
は
多
彩
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ
と

(
9
が
検
証
で
き
た
と
思
う
。

付
記
小
稿
は
昭
和
四
十
六
年
度
人
文
地
理
学
会
名
古
屋
大
会
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
村
陸
男
教
授
の
御
高
教
に
負

う
と
こ
ろ
多
大
で
あ
る
。
深
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

i主
(
1
)

ト
イ
パ

l
、
I
・
B
・
毎
日
新
聞
社
人
口
問
題
調
査
会
訳
日
本
の
人
口
(
一
九
六
四
)
二
五
ペ
ー
ジ

(
2
)

拙
稿
近
世
中
期
以
降
に
お
け
る
人
口
増
加
の
一
考
察
l
萩
藩
の
受

T
西
村
陸
男
編
『
藩
領
の
歴
史
地
理
』
(
一
九
六
七
)
所
収

(
3
)

地
理
学
に
お
け
る
島
唄
概
念
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
に
理
解
さ
れ
、
多
く
の
見
解
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
そ
れ
ら
の
所
説
を
参
照
し
つ

つ
も
、
こ
こ
で
は
一
般
社
会
の
通
念
的
・
慣
用
的
意
味
に
お
い
て
島
峡
を
捉
え
て
お
く
。
な
お
最
近
、
薮
内
芳
彦
氏
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
内
外



の
学
者
に
よ
る
試
論
を
要
領
よ
く
整
理
紹
介
さ
れ
、
島
興
地
理
学
の
展
望
を
説
か
れ
て
い
る
(
人
文
地
理
二
一
千
|
二

(
4
)
拙
稿
前
掲

(
2
)
五
七
ペ
ー
ジ

(
5
)

二
神
弘
瀬
戸
内
多
島
海
島
興
地
理
学
方
法
論
|
地
域
論
(
抄
)
|
東
京
大
学
地
理
学
研
究
第
一
号
(
一
九
五

O
)
二
九
ペ
ー
ジ

(
6
)

拙

稿

前

掲

(
2
)

(
7
)

宮
本
常
一
島
の
く
ら
し
と
出
稼
ぎ
|
周
防
大
島
の
場
合
l
l

展
望
(
昭
和
四
一
年
四
月
号
)
一
三
七
ペ
ー
ジ

(
8
)

「
注
進
案
」
刊
本
『
研
究
要
覧
』
(
一
九
六
六
)
の
産
業
統
計
に
よ
る
(
三
三
五
ペ
ー
ジ
)
。

(
9
)

周
防
大
島
町
誌
こ
九
五

O
)
二
四

0
ペ
ー
ジ

(
叩
)
山
口
県
久
賀
町
誌
(
一
九
五
四
)
)
七
四
ペ
ー
ジ

(
日
)
宮
本
常
一
御
立
浦
周
防
安
下
庄
浦
の
変
遷
(
一
九
四
二
)
一
八
一
ペ
ー
ジ

(
ロ
)
た
と
え
ば
椋
野
に
は
能
地
か
ら
、
士
山
佐
に
は
綿
子
か
ら
移
住
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
二
般
二
戸
か
ら
始
ま
り
、
天
保
期
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
七
戸
、

二
O
戸
に
増
加
し
た
。

(
臼
)
小
野
博
司
「
人
名
」
制
下
塩
飽
諸
島
に
お
け
る
経
済
構
造
と
そ
の
変
貌
地
理
学
評
論
二
八
|
七
三
三

0
ペ
ー
ジ

(
H
)
宮
本
常
一
瀬
戸
内
海
の
研
究
I
(
一
九
六
五
)
五
六
六
ペ
ー
ジ

(
日
)
小
野
博
司
し
ま
第
一
五
号
四
二
ペ
ー
ジ

(
日
)
宮
本
常
一
前
掲

(
H
)
五
八
三
ペ
ー
ジ

(
口
)
河
岡
武
春
能
地
漁
民
の
展
開
民
間
伝
承
一
五
|
二
二
四
ペ
ー
ジ

(
凶
)
宮
本
常
一
前
掲

(
H
)
五
六
六
ペ
ー
ジ

(
四
)
川
野
正
雄
近
世
小
豆
島
社
会
経
済
史
話
一
(
一
九
六
七
)
二
三
ペ
ー
ジ

(
却
)
川
野
正
雄
前
掲
(
叩
)
一

0
0ペ
ー
ジ

(
幻
)
川
野
正
雄
前
掲
(
印
)
同
名
書
二
(
一
九
六
七
)
一

O
一
ペ
ー
ジ

(
包
)
宮
本
常
一
前
掲

(
H
)
五
六

0
ペ
ー
ジ

(
お
)
川
野
正
雄
前
掲
(
印
)
一

o-
ぺ
l
ジ
、
前
掲
(
幻
)
一

0
0ペ
ー
ジ

(
剖
)
同
じ
松
山
藩
領
の
大
三
島
で
は
地
坪
制
度
の
実
施
に
よ
っ
て
、
漁
民
の
陸
上
り
が
み
ら
れ
た
と
い
わ
れ
(
宮
本
常
一
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七
六
ペ
ー
ジ
以
下
)
。

私
の
白
木
地
図
六
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九
七

O

二
三
ペ
ー
ジ
)
、
忽
那
諸
島
で
も
同
様
の
現
象
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
お
)
中
島
町
誌
(
一
九
六
八
)
一
八
七
ペ
ー
ジ

(
部
)
向
上
書
二
五
八
ペ
ー
ジ

A
U
)
向
上
書
二
七
六
ペ
ー
ジ

(
却
)
同
上
書
二
二
三
ペ
ー
ジ

(
却
)
宮
本
常
一
前
掲
(
H
)
六

0
0
ペ
ー
ジ

(
初
)
中
島
町
誌
(
一
九
六
八
)
三
二
四
ペ
ー
ジ

(
況
)
同
上
書
三
二
七
ペ
ー
ジ

(
お
)
宮
本
常
一
前
掲
(
H
)
六

O
六
ペ
ー
ジ

(
お
)
中
島
町
誌
(
一
九
六
八
)
一
七
一
ペ
ー
ジ

(
鈍
)
西
村
嘉
助
広
島
県
の
土
地
開
発
人
文
地
理
五

l
二

三

七

t
三
八
ペ
ー
ジ

(
お
)
兼
子
俊
一
姫
島
の
人
文
人
文
地
理
四

l
二
四
九
ペ
ー
ジ

(
お
)
中
山
修
一
日
振
島
(
愛
媛
県
宇
和
郡
)
の
人
口
に
つ
い
て
人
文
地
理
三
|
三

(
幻
)
岸
本
実
伊
島
の
開
拓
人
文
地
理
三
|
一
七
三
ペ
ー
ジ

(
お
)
た
と
え
ば
後
藤
陽
一
一
編
『
瀬
戸
内
御
手
洗
港
の
歴
史
』
(
一
九
六
三
)
は
参
考
資
料
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

(
却
)
田
中
圭
一
相
川
銀
山
繁
栄
期
に
お
け
る
鉱
山
人
口
に
つ
い
て
相
川
郷
土
博
物
館
報
第
二
号
(
一
九
六
一
)
四
ペ
ー
ジ

(ω)
小
葉
田
淳
日
本
鉱
山
史
の
研
究
(
一
九
六
八
)
一
二
五
ペ
ー
ジ

(
但
)
『
加
賀
藩
資
料
第
一
一
編
』
六
一
一
ペ
ー
ジ
ほ
か
。

(
必
)
安
藤
鑑
一
人
口
を
中
心
と
さ
せ
る
佐
渡
島
の
地
理
学
的
考
察
地
理
論
叢
第
四
輯
(
一
九
三
四
)
三
三
ペ
ー
ジ

(
必
〉
西
川
栄
一
隠
岐
列
島
人
口
の
地
理
学
的
考
察
地
理
論
叢
第
七
輯
(
一
九
三
五
)
二
二
六
ペ
ー
ジ

(
似
)
コ
一
橋
時
雄
隠
岐
の
産
業
『
日
本
産
業
史
大
系
七
』
(
一
九
六

O
)
所
収
二
五
七
ペ
ー
ジ

(
必
)
回
中
且
一
旦
治
徳
川
時
代
に
於
け
る
隠
岐
村
落
経
済
の
一
一
回
(
下
)
経
済
史
研
究
第
三
一
ー
l
五
・
六

(
剖
)
知
夫
村
史
(
一
九
六

O
)
六
六
三
ペ
ー
ジ

七
七
ペ
ー
ジ

三
五
五
ペ
ー
ジ
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(
灯
)
児
玉
幸
多
監
修
総
合
地
方
史
大
年
表
(
一
九
六
七
)
一
四
三
六
ペ
ー
ジ
(
壱
岐
国
は
山
口
麻
太
郎
一
編
)

(
必
)
山
口
麻
太
郎
壱
岐
の
産
業
『
日
木
建
業
史
大
系
八
』
(
一
九
六

O
)
所
収
二
九
八
ペ
ー
ジ

(
的
)
『
日
本
経
済
叢
書
巻
四
』
所
収
六
五

l
七
七
ペ
ー
ジ

(
叩
)
宮
本
常
一
日
本
の
離
島
第
一
集
(
一
九
六

O
)
二
四
七
ペ
ー
ジ

(
日
)
同
上
書
二
三
六
ペ
ー
ジ

(
臼
)
新
対
馬
島
誌
こ
九
六
四
)
三
六
四
ペ
ー
ジ

(
臼
)
宮
本
常
一
対
馬
の
漁
業
展
開
『
対
馬
の
自
然
と
文
化
』
(
一
九
五
四
)
所
収
二
二
三
ペ
ー
ジ

(
臼
)
宮
本
常
一
前
掲
(
印
)
二
四
八
ペ
ー
ジ

(
日
)
原
田
虎
雄
鹿
児
島
県
史
『
郷
土
史
大
系
二
一
』
(
一
九
六
七
)
所
収
-
六
九
ペ
ー
ジ

(
回
)
宮
本
常
一
五
島
列
島
の
産
業
と
社
会
的
発
展
『
五
島
列
島
・
九
十
九
島
・
平
戸
島
学
術
調
査
報
告
書
』

(
町
)
福
江
文
化
協
会
一
編
五
島
歴
史
叢
書
第
一
集
(
一
九
六
八
)
四
ペ
ー
ジ

(
回
)
藤
原
兵
衛
五
家
近
古
年
代
記
こ
九
三
一
一
)
一
一
二
八
ペ
ー
ジ

(
回
)
宮
本
常
一
前
掲
(
日
)
一
一
一
ペ
ー
ジ

(
閃
)
同
上
書
一
一
七
ペ
ー
ジ

(
日
)
福
江
文
化
協
会
編
前
掲
(
町
)
三

t
四
ペ
ー
ジ

(
位
)
宮
本
常
一
前
掲
(
日
)
一
二

0
ペ
ー
ジ

(
臼
)
福
江
文
化
協
会
編
前
掲
(
幻
)
二
五
ペ
ー
ジ

(
倒
)
宮
本
常
一
前
掲
(
日
)
一
一
二
ペ
ー
ジ

(
白
山
)
同
上
書
一

O
八
ペ
ー
ジ

(
伺
)
山
階
芳
正
五
島
の
人
文
地
理
『
五
島
列
島
・
九
十
九
島
・
平
戸
島
学
衛
調
査
報
告
書
』
(
一
九
五
二
)
所
収
一
四
九
ペ
ー
ジ

(
肝
)
伊
藤
博
天
草
諸
島
の
人
口
の
地
理
学
的
意
義
に
つ
い
て
の
一
考
察
|
地
理
論
叢
第
一

O
輯
(
一
九
三
九
)
、
檎
垣
元
士
口
近
世
天
草
の

人
口
問
題
と
そ
の
背
景
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
第
二
号
』
(
一
九
五
二
)
所
収

(
倒
)
内
田
寛
一
氏
に
よ
る
研
究
l
『
初
島
の
経
済
地
理
に
関
す
る
研
究
』
(
一
九
コ
一
四
)
ー
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
数
編
の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ

(
一
九
五
二
)
所
収

九
七
ペ
ー
ジ
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て
い
る
が
、
最
近
で
は
山
階
芳
正
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
内
田
説
を
批
判
し
て
お
ら
れ
る
(
山
階

『
辻
材
太
郎
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
一
九
六
一
所
収
)
。

(ω)
山
形
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
七
輯
(
一
九
三
五
)
五
回

t
五
六
ペ
ー
ジ

(
加
)
大
村
肇
伊
豆
御
蔵
島
の
扶
持
米
制
度
に
つ
い
て
地
理
学
評
論
二
六
l
四

一

四

0
ペ
ー
ジ

(
礼
)
大
野
盛
雄
沖
家
室
の
漁
業
『
東
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島
と
人
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著
者
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ウ
の
所
説
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倣
い
、
河
地
貫
一
氏
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近
世
中
期
以
降
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治
初
頭
ま
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の
時
期
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わ
が
国
の
「
島
唄
待
代
」
(
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け
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現
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な
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標
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地
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島
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す
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